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2017年度図書館主催展覧会報告
1  早稲田大学中央図書館開館25周年記念展示 
第2期　日本の古籍を中心に
会　期：2017年4月10日（月）〜 2017年4月27日（木）
第3期　海を越えてきたもの
会　期：2017年5月10日（水）〜 2017年6月2日（金）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
中央図書館
の開館25周年
を記念した名
品展の第2期、
第3期として、
選りすぐりの
貴重資料をお
目 に 掛 け た。
第2期「日本の
古籍を中心に」
では、『万葉集
断簡』（柘枝切）
から森鷗外『護
持院原の敵討』
草稿まで、日
本文学関係資
料を時代の流
れに沿って展示した。昨年度、中央図書館開館25周年記念
事業の一環として作成したVRコンテンツに使用の『源氏物
語絵巻：四季源氏』および『敦盛絵巻』も展示して、豪華な絵
巻物の世界をお楽しみいただいた。また、『二葉亭四迷日記：
ロシア滞在期』2冊は、今回が初めての公開であった。第3期
「海を越えてきたもの」では、端正な宋版や元版・明版、中国
年画のほか、パピルスでできた『死者の書断片』、『ローマ聖
歌手写譜』、『ニュルンベルク年代記』など、文字通り海を越
えて齎された資料のほか、『阿蘭陀船図説』（長崎版ならびに
仙台版）や、大黒屋幸（光）太夫関係資料など、幕末の長崎及
び北方での対外交流を窺わせる諸資料、シーボルトの高弟
岡泰安関係資料、秋田蘭画の代表作・佐竹曙山「蘭図」など、
様々な意味で海の向こうとの交渉を伝える資料たちをお目
に掛けた。来場者からは、『リヴァイアサン』が圧倒的に好
評であった。3期にわたる名品展は、来場者のみならず図書
館員にとっても、得難い機会であったはずである。
 2  江戸後期、知の探究者たちが切り拓いた世界   ―応用化学科創立百周年記念展示－ 
会　期：2017年10月5日（木）〜 2017年11月9日（木）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
本学先進理工学部応用化学科の創立100年を記念して、
応用化学科と
図書館共催で
展覧会を開催
した。図書館
は、日本の科
学の発展に大
きく貢献した
江戸時代の洋
学・蘭 学 関 係
の資料を多数
所 蔵 し て い
る。今回はそ
の中から、日
本化学会から
化学遺産に認
定されている
「わが国初め
ての体系的化学書『舎密開宗』を編集した宇田川榕菴の化
学関係資料」、「化学技術者の先駆け 宇都宮三郎資料」を
展示した。また、化学を中心として蘭和辞典、医学、解
剖学、物理学、天文学、植物学、薬学、数学から音楽に
至るまで、主として江戸後期に刊行された「わが国初」と
言える貴重な逸品の数々も一堂に集めた。シーボルトか
ら宇田川榕菴に贈られたと言われているオランダ製グラ
イヘン型顕微鏡や、宇田川家に伝わった薬品箱、薬品瓶、
実験器具など博物資料も多く展示し来場者の目をひい
た。展示会場の一角には応
用化学科の年表、卒業アル
バム、写真類も置いたので、
それらを懐かしそうに眺め
ていらっしゃる卒業生の方
もいらした。盛りだくさん
の展示ではあったが、多く
の来場者に楽しんでいただ
けたと思う。
13Library Annual Report
 3  2017 OCLCアジア・パシフィック地域（APRC）会議   開催記念展示 
会　期：2017年11月29日（水）〜 2017年12月8日（金）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
11月29日から2日間にわたり国際会議場で開催された
「OCLCアジア・パシフィック地域会議」のために、早稲
田・日本・アジアをテーマに展示を行った。海外からの参
加者が多かったため、今回は日本語・英語両方の解説を
付けた。主な展示資料は、相馬御風筆『早稲田大学校歌』、
『伯爵大隈重信閣下御寿像』、『江戸長崎道中図巻』、呉昌
碩書『道徳文章』、王一亭書『剛健篤実輝光』、『清国漂流
図』、『敦盛絵巻』である。中でも『敦盛絵巻』は資料を展
示するだけではなく、開館25周年記念で作成したVRコ
ンテンツのDVD版（英語版）も流して敦盛絵巻の世界を
楽しんでいただいた。当初2日間のみの展示であったが、
好評のため会期を延長した。
また11月30日（木）には図書館4階レクチャールームに
おいて、図書館見学ツアー参加者対象に源氏物語関係資
料5点の展示もした。
 4  早稲田大学図書館新収資料展   ―縁ありて早稲田に集いしものたち― 
会　期:2018年3月23日（金）〜 2018年4月26日（木）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
本展では、近年新たに収蔵した資料の中から、ご寄贈
を賜った資料を中心に、その一部を展示した。
現在、580万冊を超す早稲田大学図書館の蔵書は、多
くの校友や篤志家の方々からのご支援が大きな力となっ
て構築された。2点の国宝をはじめとして、様々な方よ
りご寄贈いただいた品々が、館蔵資料に広がりと生彩を
与えているこ
とは疑いよう
もない。
本 展 で は、
資料をご寄贈
下さった方の
ご芳名をキャ
プションに記
して顕彰する
とともに、開
催に先立ち、
ご案内状をお
送りしたとこ
ろ、多くの方
のご来場を賜
わった。中に
は遠隔地より
お越し下さった方もおられ、展示委員会としても誠に有
難く感じている。
また、開催が卒業・入学シーズンに当たることから、
卒業生・新入生に向けて、高田早苗や坪内逍遥など大学
関係者ゆかりの資料を多く展示した。3月20日にオープ
ンした歴史館の展示とともに、早稲田大学の伝統にふれ
る機会が提供できたことと思う。会場には若い学生の姿
も多く見られ、感想ノートには寄贈者に感謝する言葉も
寄せられた。
